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学校名 岐阜大学 個人名 相宮　隆二 作品名 国産木材の利用　風呂椅子

製作の動機
　化石燃料を始めとする各種資源がいずれは枯渇するという現実に直面している今、国産木材を使うことがどの
ような社会的影響を持っているのか、教育の場で考えさせていかなくてはならない。中学校技術科のものづくり
題材として、国産ヒノキを用い、かつ有用な題材というテーマで、風呂椅子の製作をした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　さしがね工作　永雄五十太　相模書房

・天板を支える両脚について、左右にころばせてあ
　る。我が国が誇る、さしがねによる規矩術の基礎
　を学ぶことができる。
・ほぞの胴付部に関しては、精密な作業が要求され
　る。しかし、その他のほぞ穴等については、最後
　にくさびを使って締めつけるため、多少遊びがあっ
　ても構わない。中学生でも十分に製作することの
　できる題材ではないだろうか。

・この風呂椅子は、左のように各部
　品に分解することができる。題材
　を長く使っていくという観点に立
　てば、製作物の一部が破損したと
　しても、特定の部品を交換または
　補修すればまた使うことができる
　というのは、大きな利点ではない
　だろうか。
・風呂椅子は、製作者だけが使うも
　のではなく、それを取り巻く家族
　全員が使うことが想定される。他
　者のためのものづくりという視点
　を中学校技術のものづくり学習に
　取り入れることができるのではな
　いか。

・プラスチック製品が広く普及している風呂椅子であるが、化石燃料
　を原料にした製品と、再生可能な資源とされている木材製品とにつ
　いて、両者のメリットデメリットを考えさせることで、消費者とし
　てどのような製品を使うことが社会の利益につながるのか考えさせ
　ていきたい。


